


  

1-1. 設計方針

　現在の本庁舎は、建設後４９年が経過し、狭隘化や分散化、防災対策、情報化及びバリアフリー化などへの
対応が不十分であるとともに、耐震性が著しく不足している状況にあるため、建て替えを行うこととしました。
　そこで、「越谷市民の安全・安心な暮らしを支える親しみのある庁舎」を目指し、越谷市本庁舎整備基本構
想及び越谷市本庁舎建設基本計画に掲げた７つの基本理念のもと、「越谷市新庁舎建設基本設計」を作成しま
した。

これまでの経緯

平成２５年４月から　　【越谷市本庁舎整備審議会】　
平成２６年９月まで　　現在の敷地内で建て替える基本方針を決定しました。
平成２６年９月　　　　【越谷市本庁舎整備基本構想策定】　市が目指す理想の庁舎像の基本理念や、必要な機能、配置、規模など　　
　　　　　　　　　　　　の指針を定めました。
平成２８年３月　　　　【越谷市本庁舎建設基本計画策定】　より具体的な目標や整備内容などを整理しました。
平成２８年１０月　　　【越谷市本庁舎建設基本計画改訂】　早期実現に向けて取り組むため、規模の縮小、事業費の削減、整備スケ　
　　　　　　　　　　　　ジュールなどを見直しました。
平成２９年１月から　　【越谷市新庁舎建設基本設計】　市民ワークショップでいただいた意見を参考に検討を重ね、建物の構造や　　
平成３０年３月まで　　　配置、各階のレイアウト及び備えるべき機能など、基本的な方針となる基本設計を作成しました。

すべての市民に開かれた庁舎

基本方針・基本理念

①高齢者、障がい者、老若男女問わず容易に利用できるユニバー
サルデザインを取り入れた庁舎
②来訪しやすく、憩える空間を備えた庁舎
③市民活動の場となる庁舎
④国際化社会に対応できる庁舎

1

機能性・効率性の高い庁舎2

市民に親しまれ、まちづくりの拠点となる庁舎3

防災拠点機能を備えた庁舎4

越谷市に住むことが楽しく感じられ、愛着が持てる庁舎5

環境にやさしい庁舎6

越谷らしさが感じられる庁舎7

①事務効率・快適性の高い機能的な庁舎
②市民ニーズの変化に柔軟に対応できる庁舎
③高度情報化に対応し、セキュリティを強化した庁舎
④ライフサイクルコストを低減した庁舎

①市民活動に活用される庁舎

②まちづくりや地域の活性化に貢献する庁舎

①災害に強い庁舎
②非常時に指令機能を果たす庁舎
③防災情報ネットワーク機能が充実した庁舎

①訪れることで越谷を知ることができる庁舎
②整理整頓され、職員が活き活きと働ける庁舎
③明るい未来をリードする越谷市を感じられる庁舎

①環境に配慮した庁舎
②再生可能エネルギーを採用した庁舎
③自然光や緑を取り入れた、人にも環境にもやさしい庁舎

①周辺環境・景観と調和し、「水郷越谷」らしさが
　感じられる庁舎
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1-2. 設計コンセプト

木格子→木調ルーバー

軒　　→庇・デッキ

水郷テラス環境とつなぐ 越谷の歴史をつなぐ みせの間

みせの間

新本庁舎

市民協働ゾーン

みんなのひろば 防災拠点人と人をつなぐ

葛西用水ウッドデッキ、多目的ホール、エントランス
ホール、庁舎西側駐車場までを一体利用できる計画と
します。災害時からイベントまで外部とも連携した多
目的な利用が可能です。

元荒川や葛西用水ウッドデッキ等、既存の水辺環境を
生かし、市民が憩えるテラスを市民協働ゾーンから新
本庁舎側まで設け、にぎわいと魅力ある空間をつくり
ます。東側敷地周辺との高
低差を活かし、様々な角度
から元荒川の眺望を楽しめ
る緑ゆたかな親水空間を計
画します。

宿場町の特徴である格子戸と接客空間である「みせ」
の領域を来庁者の待合スペースとしてデザインに取り
入れます。

執務室執務室

待合待合

みせの間みせの間
水郷テラス水郷テラス格子戸をモチーフとした木ルーバーによる視線の制御

格子戸をモチーフとした
木ルーバーによる視線の制御

エントランス
ホール

エントランス
ホール

大型扉大型扉

駐車場駐車場

多目的ホール多目的ホール

水郷テラス

安心をつなぐ

免震構造の採用やインフラの多重化、執務室の無天井
化等の対策を図り、いかなる災害時にも越谷市の防災
拠点として、市民の安全を守ります。

待合待合
待合待合

執務室執務室
執務室執務室

にぎわいの創出にぎわいの創出

葛西用水葛西用水
元荒川元荒川

葛西用水ウッドデッキ葛西用水ウッドデッキ

葛西用水ウッドデッキ葛西用水ウッドデッキ

山車の展示を想定
し大型扉・吹抜け
を設置

山車の展示を想定
し大型扉・吹抜け
を設置

新本庁舎新本庁舎

葛西用水ウッドデッキ葛西用水ウッドデッキ

水郷テラス水郷テラス
市民協働ゾーン市民協働ゾーン

みせの間みせの間待合待合

クローズ：相談室等オープン：キッズコーナー等 セミオープン：打合せスペース等
各課のニーズに応じた多用なみせの間の使い方各課のニーズに応じた多用なみせの間の使い方

越谷市中央市民会館
（避難所）

埼玉県
越谷合同庁舎

埼玉県越谷建築
安全センター

藤だな通り

葛西用水 平和橋

都
市
軸

市民協働
ゾーン 新本庁舎
市民協働
ゾーン

第二庁舎

第三庁舎 災害時に市民の安全を守る
防災拠点

みんなのひろば

「宿場町」の要素を取り入れた外装計画

免震構造免震構造

免震装置免震装置

落落

下下

形形

大地震の地震エネルギー
を、地盤と建物の間に組
み込んだ免震装置が吸収
することにより、建物全
体をゆっくりした揺れに
することで、建物内部へ
の影響を軽減します。

構造物自体が地
震に耐えるよう
な強度（柱・梁等）
で造られており、
地震で生じる揺
れに耐えるよう
に設計された構
造。

耐震構造耐震構造
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Ⅱ 基 本 条 件 の 整 理

2-1. 敷地条件

(1)現庁舎の敷地の特徴
現庁舎の敷地は、総面積
15,990.87㎡、四方を道路に
囲まれた場所にあります。
南面は越谷駅前線に接道
し、東面は道路を挟んで葛西
用水及び元荒川に面していま
す。
敷地は、平坦な構成となっ
ています。
敷地内には、既存建物に本
庁舎・第二庁舎・第三庁舎が
あり、それらに加えて駐車場
が配置されています。

(2) 現庁舎の概要
現在の本庁舎、第二庁舎及び第三庁舎の概要並びに主要なデータは、下記のとおりです。

N

中央市民会館中央市民会館中央市民会館

平和橋平和橋平和橋

葛西用水葛西用水葛西用水

倉庫及び
公用車駐車場
倉庫及び
公用車駐車場
倉庫及び
公用車駐車場

北側来庁者
駐車場
北側来庁者
駐車場
北側来庁者
駐車場

元荒川元荒川元荒川

越谷
駅前
線

越谷
駅前
線

越谷
駅前
線

道路境界線道路境界線

道路境界線道路境界線

道路境界線道路境界線

道路境界線道路境界線

御殿町御殿町

越ケ谷越ケ谷

中町中町

東越谷
第二公園
東越谷
第二公園

115

 49

 49

325

404

文

越ヶ谷小学校越ヶ谷小学校

中央市民会館中央市民会館

越谷駅越谷駅

計画地（現庁舎敷地）計画地（現庁舎敷地）

元荒川元荒川

葛西用水葛西用水

越谷
駅前
線

越谷
駅前
線

柳町柳町

本庁舎 ( 解体予定）本庁舎 ( 解体予定）

第二庁舎第二庁舎
第三庁舎第三庁舎

昭和 44 年（1969 年） ３月 

鉄筋コンクリート造 

地上 5 階、地下 1 階、塔屋 2 階 

約 10,021 ㎡ 

平成 12 年（2000 年） 3 月 

重量鉄骨造 

地上６階（R 階含む） 

約 5,305 ㎡ 

平成 27 年（2015 年） 2 月 

重量鉄骨造 

地上５階

約 4,770 ㎡ 

本庁舎

外観

建設年月

構造

階数

延床面積

第二庁舎 第三庁舎

google より引用

公用車
駐車場
公用車
駐車場
公用車
駐車場

西側来庁者
駐車場
西側来庁者
駐車場
西側来庁者
駐車場

南側来庁者
駐車場

南側来庁者
駐車場
南側来庁者
駐車場

N

埼玉県越谷市越ヶ谷四丁目２番１号

15,990.87 ㎡

第二種住居地域

その他（ 22 条区域）

60％　（角地70％） 

200％

南：越谷駅前線  幅員 20.0m ( 歩道 4.5m)  東：約 9.0m（歩道 1.9m） 
北：約 9.0m（歩道 1.9m）  西：約 14.4m（歩道 2.0m）

―

5m： 4 時間  10m： 2.5 時間  測定面： GL+4.0m

標高  +5.5 ～ 6.6 m 程度

外気温度…最高気温：40.4℃（2007/8/16）、最低気温：-7.5℃（2018/1/26）
最多降水量…20.5ｍｍ/10min（2011/8/26）
最多風向…南南西

・ 本庁舎（地下1階地上 5階：築 1969 年 / 延床面積 10,021.72 ㎡）
・ 第二庁舎（地上 5 階：築 2000 年/ 延床面積 5,305 .17 ㎡）
・ 第三庁舎（地上 5 階：築 2015 年/ 延床面積 4,770.71 ㎡）

位置

敷地面積

用途地域

建ぺい率

防火地域

容積率

前面道路

高度地区

日影規制

標高

既存建物

気候条件

※気象庁HPより（2018 年３月現在）

本庁舎 第 庁舎 第 庁舎
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駐車場A・・
駐車場B・・
駐車場C・・
駐車場D・・

（80台）
(20 台 )
（47台）
（6台）

駐車場A

駐車場B

駐車場C

駐車場D

仮囲い

80台
20台
47台
6台 計 153台 (153台 )

駐車車車車車車場B

駐車場A

駐車場C

駐車場DDD

駐車場C

駐車場D

仮囲い

駐車場A・・
駐車場B・・
駐車場C・・
駐車場D・・

26台
20台
47台
6台

（37台）
(20 台 )
（47台）
（6台） 計 99台 (110台）

駐車場C

駐車場DDD

駐車場A

駐車場C

駐車場D

仮設連絡通路

仮囲い

駐車場DDD

45台
0台
42台
6台 計 93台（82台）

駐車場A・・
駐車場B・・
駐車場C・・
駐車場D・・

（49台）
(0 台 )

（27台）
（6台）

駐車場C

駐車車場A

駐車場B

駐車場C

駐車場D

駐車場A

仮囲い

仮設連絡通路

45台
24台
47台
6台 計 122台（124台）

駐車場A・・
駐車場B・・
駐車場C・・
駐車場D

（49台）
(22 台 )
（47台）
（6台）

駐車場B

駐車場C

駐車場DDD

駐車車場A

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

・既存庁舎を利用しながら行政運営に支障のないよう事業を進めるため、旧本庁舎一部解体後、新本庁舎を建
設して早期に供用を開始します。その後、旧本庁舎の全解体、市民協働ゾーン建設の順に、段階的に整備します。
・市民協働ゾーン建設中も安全かつ円滑な庁舎内の移動ができるよう、新本庁舎・第二庁舎間に仮設連絡通路
を設置します。
・工事エリアを明確に区分し、工事車両の動線と来庁者の動線を離した、安全な動線計画とします。
・各工事の適正工期を検討し、事業期間を短縮するとともに、行政機能の維持と事業コストの縮減を図ります。
　

▽事業スケジュール
平成28
(2016)
年度

平成 29
(2017)
年度

平成 30
(2018)
年度

平成 31
(2019)
年度

平成 32
(2020)
年度

平成 33
(2021)
年度

平成 34
(2022)
年度

平成 35
(2023)
年度

平成 36
(2024)
年度以降

基本設計

実施設計

旧本庁舎解体工事
(南側低層部分)

旧本庁舎解体工事
(５階建て部分)

新本庁舎建設工事 市民協働ゾーン建設工事

外構工事

立体駐車場工事

仮設連絡通路の設置期間連 期

ステップ①

ステップ②

ステップ③ ステップ④

ステップ① 旧本庁舎解体工事（南側低層部分）

旧本庁舎 旧本庁舎解体
（南側低層部分）

新本庁舎建設 市民協働ゾーン建設

新本庁舎

新本庁舎

旧本庁舎解体
（５階建て部分）

第二庁舎

第三庁舎

第二庁舎

第三庁舎

第二庁舎

第三庁舎

第二庁舎

第三庁舎

旧本庁舎

ステップ②　新本庁舎建設工事 ステップ④　市民協働ゾーン建設工事

ステップ③旧本庁舎解体工事 (5 階建て部分 )ステップ③旧本庁舎解体工事 (5 階建て部分 )

旧本庁舎の南側の低層部分を解体します。

旧本庁舎の南側低層部分の跡地を含む敷地東南に新本庁舎を
建設します。

旧本庁舎の５階建て部分を解体します。
第二庁舎と新本庁舎間に仮設連絡通路を設置し、円滑な移動がで
きるよう配慮します。

旧本庁舎の５階建て部分の跡地に市民協働ゾーンを建設します。
第二庁舎と新本庁舎間は仮設連絡通路にて移動します。

工事車両
出入口

工事車両
出入口

工事車両
出入口

工事車両
出入口

工事車両
出入口

2-2. 整備計画
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3-1. 施設全体計画
(1) 施設概要

新庁舎は、窓口や執務空間等の機能が入る８階建
ての「新本庁舎」と、吹き抜けのエントランスホール
や多目的ホールなどの機能が入る３階建ての「市民協
働ゾーン」の２棟構成となります。

ゾーニング計画

新本庁舎市民協働ゾーン第二庁舎第三庁舎

教育委員会

福祉・子育て

生活福祉課

市長室等

行政資料コーナー

福祉なんでも相談窓口

窓口部門

議会

障害福祉課・精神保健支援室

議場

議会事務局
委員会室

売店・多目的ホール
エントランスホール

会議室等

会議室等

1F
2F
3F
4F
5F

1F
2F
3F
4F
5F
6F
7F
8F

財政課・行政管理課・市民活動支援課・危機管理課・くらし安心課

秘書・政策課・公共施設マネジメント推進課・広報広聴課

道路総務課・道路建設課・治水課・下水道課・都市計画課・開発指導課・建築住宅課

営繕課・市街地整備課・公園緑地課・情報推進課

議会関係諸室

市民税課・資産税課・収納課
市民課・国民健康保険課・出納課介護保険課・地域包括ケア推進課・子育て支援課・子ども育成課

福祉推進課・福祉指導監査課・青少年課総務課・契約課・庁舎管理課

生涯学習課・スポーツ振興課人権男女共同参画推進課

監査委員・公平委員会事務局 会議室等

法務課・人事課・安全衛生管理課・工事検査課・選挙管理委員会事務局

維持管理課

指導課・学務課・給食課・学校管理課・教育総務課

環境政策課・産業廃棄物指導課・産業支援課・観光課・農業振興課・農業委員会事務局

・市民の利用頻度の高い部署については、利便性の向上のため、各庁舎の
低層階に集約し、来客の多い窓口部門は、新本庁舎の１階から２階、福祉・
子育て部門は、市民協働ゾーン、第二・三庁舎の１階から２階に配置し
ます。

・災害時の司令塔となる庁議室（災害対策本部）は、市長室・副市長室と
同じ新本庁舎４階に配置し、上下階の防災関連部署との連携が取りやす
い計画とします。

・議会は、新本庁舎の７・８階に配置し、議会機能の独立性を確保すると
ともに、一部を市民に開放するなど、開かれた議会となる計画とします。

新本庁舎新本庁舎

市民協働ゾーン市民協働ゾーン

駐車場駐車場

第二庁舎第二庁舎
第三庁舎第三庁舎

中央市民会館中央市民会館

▽建物概要

建築名称 越谷市新本庁舎 (仮称)市民協働ゾーン

構造 　鉄骨造、基礎免震構造 鉄骨造、耐震構造

階数 　地上8階 地上３階

最高高さ 　約37ｍ 約18ｍ

延べ面積 　約12,000㎡ 約2,500㎡

▽構造種別

　Ⅰ類体造構

類A　材部造構非築建

類甲備設築建

※分類の考え方は「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」（国土交通省制定）
の耐震安全性の目標による
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(２) 配置計画及び敷地内整備の特徴

すべての庁舎からアクセスのよい駐車場配置
　西側に駐車場と送迎用ロータリーを計画するこ
とで、全ての庁舎にアクセスしやすい駐車場配置
とします。
　また、北側敷地に立体駐車場を計画し、十分な
駐車台数を確保します。

の庁てのてのすべすべすべ

イベント時に中央市民会館と一体として使えるような施設
配置とします。

大通りと一体となった「まちかどひろば」
　越谷駅前線の敷地境界沿いは段差の出ない芝等の
仕上とすることにより、歩道と一体となった広がり
のある空間を創出します。
　イベント時は中央市民会館と一体として使えるよ
う、庁舎を東側に寄せ、西側に空地を確保します。

通行量の多い西側と南側の歩道は、
車椅子と歩行者が余裕ですれ違える
十分な幅員（3.5ｍ）を確保します。

通行量の多い西側と南側の歩道は、
車椅子と歩行者が余裕ですれ違える
十分な幅員（3.5ｍ）を確保します。

水辺景観と歩行者に配慮した施設配置
　建物の形状を、東側河川軸に合わせた配置とす
ることで、水辺景観を生かすとともに、歩行者の
多い越谷駅前線側からアクセスのよい位置に出入
口を設けます。

対をなすシンボルツリー
　平和橋沿いのケヤキと対をなし、額縁効果を生
みだすシンボルツリーを南西角地に設置します。

イベント時、一体的に利用可能

庁舎配置について
　全ての庁舎からアクセスの良い、敷地中央に市
民協働ゾーンを配置し、庁舎間において円滑な連
携が図れる施設配置とします。

藤だな通りとの緑のネットワーク
　敷地東側に低木を植えることにより、既存の藤
棚と調和した緑豊かな景観とします。
元荒川に対してひらかれた「みんなのひろば」
　市民協働ゾーンの東側はガラスを多用した開放
的なつくりとし、吹抜けのエントランスホールか
ら一体となって元荒川側に対してひらかれた計画
とします。

葛西用水ウッドデッキへのにぎわいを生み出す
「水郷テラス」
　東側には既存ウッドデッキに合わせ、水郷テラ
スを設置し、一体的なにぎわいを創出します。大
階段やスロープを設け、回遊性のある外構計画と
します。

越谷駅前線沿いに「まちかどひろば」を計画し、歩道と一
体となった広がりのある空間を創出します。

レベル差を活用した回遊性のある「水郷テラス」

葛西用水ウッドデッキ葛西用水ウッドデッキ

車椅子
駐車場
車椅子
駐車場

おもいやり
駐車場
おもいやり
駐車場

おもいやり
駐車場

おもいやり
駐車場

職員用通用口職員用通用口

EVEVEVEVEVEV トイレトイレトイレ

階段階段階段階段階段階段

駐輪場

車椅子
駐車場

駐輪場 エントランスホール
（みんなのひろば）
エントランスホール
（みんなのひろば）

※「みんなのひろば」の詳細は７ページ参照※「みんなのひろば」の詳細は７ページ参照

※「水郷テラス」の詳細は７ページ参照※「水郷テラス」の詳細は７ページ参照

水郷テラス水郷テラス

受水槽等受水槽等

既存ケヤキ既存ケヤキ

来庁者用駐車場
入口

来庁者用駐車場
入口

来庁者用駐車場
出口

来庁者用駐車場
出口

設備
機器
設備
機器

中央市民会館藤だな通り藤だな通り

まちかど
ひろば
まちかど
ひろば

屋外ステージ屋外ステージ

屋外ステージ屋外ステージ

中央市民会館中央市民会館

新本庁舎新本庁舎

まちかどひろばまちかどひろば

水郷テラス水郷テラス

市民協働ゾーン市民協働ゾーン

第二庁舎第二庁舎

第三庁舎第三庁舎

越
谷
駅
前
線

←
平
和
橋

市民協働ゾーン 新本庁舎

第二庁舎

第三庁舎

正面玄関となる
市民協働ゾーンエントランス入口前
にロータリーを計画

正面玄関となる
市民協働ゾーンエントランス入口前
にロータリーを計画

展望スペース展望スペース

可能

ロータリー専用
出入口（タクシー・送迎車）

ロータリー専用
出入口（タクシー・送迎車）

来庁者用駐車場

ロータリー
（タクシー・送迎車）

来庁者用
駐車場

Ｎ

新本庁舎新本庁舎第二庁舎第二庁舎

市民協働
ゾーン
市民協働
ゾーン第三庁舎第三庁舎

歩行者動線

建物出入口

凡例

駐車場出入口

北
側
敷
地
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水郷テラス

みんなのひろば

２階水郷テラス両端に外部階段を設置することで越谷駅
前線・藤だな通り双方からアクセスのよい計画とするこ
とにより回遊性が生まれ、人々の交流を生み出す空間と
します。

木調ルーバーやウッドデッキを用いることにより、藤だ
な通りと調和した外装計画とします。市民協働ゾーン東
側出入り口の前に幅広の階段を設置することにより、葛
西用水ウッドデッキの賑わいを庁舎へ迎え入れます。

１階水郷テラスには軒をだし、一部にベンチなどを置く
ことによって人が集える環境を作り出し、市民の方が気
軽にたちよれる庁舎とします。

２階水郷テラスは視界を遮らない手すりとし、葛西用水・
元荒川の豊かな眺望を活かした広がりのある空間としま
す。

市民協働ゾーンは２層吹き抜けとすることで充分な天井高を確保し、様々なイベントに対応できる空間とします。 東側にも出入口を設置することで、西側出入口から、エントランス
ホール、多目的ホール、水郷テラスまでをつなぎ、一体となった賑
わいの空間を創出します。

(３)「水郷テラス」「みんなのひろば」イメージ

水郷テラス

みんなのひろば

回遊する

つながる

のぞむ

つどう

葛西用水
ウッドデッキ

藤だな
通り

回遊する つながる つどう のぞむ
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( 市民課・国民健康保険課・出納課 )

( 市民税課・資産税課・収納課 )

元荒川の眺望

執務室

エントランス
ホール

みせの間

水郷テラス

会議室・倉庫等新本庁舎

市民協働ゾーン

待合

1F: 窓口部門

２F: 窓口部門

執務室執務室

執務室執務室

会議室会議室 更衣室更衣室
リフレッシュ
ルーム

リフレッシュ
ルーム

トイレトイレ

トイレトイレ

市民ラウンジ市民ラウンジ

行政
資料

コーナー

行政
資料

コーナー
軽食

コーナー
軽食

コーナー

吹き抜け吹き抜け

会議室会議室

水郷テラス水郷テラス

待合待合

待合待合

中央
管理室
中央
管理室

機械室機械室

機械室機械室

更衣室更衣室

給湯室給湯室

給湯室給湯室

トイレトイレ

ATM
コーナー
ATM
コーナー

指定
金融
機関

指定
金融
機関

トイレトイレ

水郷テラス水郷テラス

多目的ホール多目的ホール

エントランスホール
( みんなのひろば )
エントランスホール
( みんなのひろば )

福祉
なんでも
相談窓口

福祉
なんでも
相談窓口

赤ちゃん
の駅
赤ちゃん
の駅

キッズ
ルーム
キッズ
ルーム

総合受付総合受付

EVEV EVEV

多機能トイレ多機能トイレ

まちかど
ひろば
まちかど
ひろば

売店売店

EVEV EVEV

EVEV

EVEV

多機能トイレ多機能トイレ

みせの間

みせの間 みせの間 みせの間

みせの間 みせの間

第二庁舎

第三庁舎

第二庁舎

第三庁舎

1～2Ｆは、床までガラスとした
開放的で明るい待合とする

ウッドデッキでのイベント時にも
利用可能な位置にＷＣを配置

エントランスに近接した位置に
多機能トイレを設置

元荒川側からアクセスしや
すい位置に売店を配置

誰でも自由におむつ替えや授乳ができる「赤ちゃんの駅」を配置

車いす利用者に配慮し出入
口近くにスロープを設置

税の申告会場など一時的に発生
する業務のほか、市民のイベン
ト・展示等に利用

越谷宿をモチーフと
した木調ルーバー

眺望がよい東側に
市民ラウンジを設置

気軽に立ち寄れる喫茶
スペースを検討

市民ラウンジに扉を設け、
テラスと行き来できる計画

　　　　越谷駅前線から
　　　　人を導く外階段

庁舎全体のエントランスとなる
「市民協働・交流スペース」

山車等の展示物が搬入
できる大型扉を設置

可動間仕切りとし、フレキシブル
に使える会議室

ゆとりのある
サブエントランス

大型の展示物が設置可能な
吹き抜け空間ガラス張りの明るい

エントランスホール

幅広ブース
を設置

幅広ブース
を設置

壁を天井まで立ち
上げプライバシーに
配慮した相談室

越谷駅前線沿いに屋内外
から利用できるATMコー
ナーを設置

室

待合 元元荒荒川川川の川の

郷郷郷郷テテテラテラララララスススス

議室・倉庫等

△待合のイメージ

3-2. 平面計画

・鉄骨造のロングスパン構造に加え、西側に機械室・更衣室などの諸
室を集約することにより、柱の制約のない整形のワンルーム執務空
間を確保し、様々なレイアウトに対応可能とします。
・執務室は、机等を規則的に配置し、部署間の境界を設けないユニバー
サルレイアウトを採用します。組織改正や人事異動の際も、人と資
料が移動するだけの柔軟な対応が可能となります。
・西日を考慮し、西側は壁主体のデザインを採用します。
・大空間となる執務室は無天井化を図ると共に、床吹出し空調を採用
し天井ダクトを無くします。設備や天井仕上材の落下を防止するこ
とに加え、業務継続性も高めます。
・南側 EVのうち 1台をストレッチャーも使用できる EVとし、緊急
時の対応や搬出入用の利便性に配慮します。
・各階に多機能トイレを設置し、バリアフリーに配慮します。
・各階トイレに１つ、幅広ブースを設置します。
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議員席
32席傍聴席 49 席

ラウンジ

執行部席
24席

防音性があり、間仕切り
位置の変更ができる控室

議員控室のそばに
市民相談室を3ブース設置

見通しのよい
ひな段形状

車椅子席を
入り口付近
に設置

スロープを
設置

大型モニターに
より、ラウンジ
でも傍聴可能

難聴者に配慮して
磁気ループを設置

議会の開催時以外に
市民に開放 元荒川へ

の眺望

議場のそばに
授乳室を設置

子供連れの方に
配慮して親子傍聴席を設置

事務室外に打ち合わせスペースを配置
し、セキュリティ性に配慮

フレキシブルに使える無柱
のワンルーム執務室

執務室からも打ち合わせスペースからも
直接アクセスできる位置に相談室を配置

西側は壁主体のデザインとすることにより西日に配慮
各階に会議室を設置し
利便性を向上

議会
事務局
議会
事務局

正副議長室正副議長室 応接室応接室

応接室応接室

多目的
スペース
多目的
スペース 議員控室議員控室

図書室図書室トイレトイレ 市民相談室市民相談室

パウダー
ルーム
パウダー
ルーム

傍聴席傍聴席ラウンジラウンジ
議場議場 委員会室委員会室 委員会室委員会室 委員会室委員会室

委員会室委員会室

トイレトイレ

相談室相談室

執務室執務室

執務室執務室

相談室相談室

機械室機械室倉庫倉庫

倉庫倉庫

倉庫倉庫
記者室記者室

機械室機械室
機械室機械室

機械室機械室トイレトイレ 更衣室更衣室 会議室会議室 会議室会議室倉庫倉庫トイレトイレ 更衣室更衣室

打合せ
スペース
打合せ
スペース

打合せ
スペース
打合せ
スペース

執務室執務室 執務室執務室 会議室会議室

EVEV
EVEV

EVEV

EVEV

EVEVEVEV EVEV

EVEV

執務室執務室
庁議室
兼

災害対策
本部室

庁議室
兼

災害対策
本部室

応接室応接室 応接室応接室 応接室応接室
市長室市長室

副市長室副市長室応接室応接室秘書秘書

機械室機械室 会議室会議室

更衣室更衣室

倉庫倉庫EVEV EVEV

市長室に隣接させ、緊急時にも
迅速な対応ができる位置に庁議
室兼災害対策本部室を設置

２面採光の
明るく開放的な階段室

ストレッチャー
対応EVを設置

執務室執務室 会議室会議室

会議室会議室機械室機械室 更衣室更衣室

会議室会議室

会議室会議室
会議室会議室

会議室会議室

市民ラウンジ市民ラウンジ

トイレトイレ トイレトイレ
EVEV

EVEV

EVEV

３Ｆの「みせの間」は打ち合わせ
スペースとして活用

可動間仕切りにより
多目的に活用できる
会議室

3F以上は中廊下とし、
効率的に執務室を確保

災害時には危機管理課と連動し、情
報収集・発信のスペースとして活用

４F:市長室等執務

多機能トイレ多機能トイレ 多機能トイレ多機能トイレ

多機能トイレ多機能トイレ リフレッシュルームリフレッシュルーム

リフレッシュルームリフレッシュルーム

多機能トイレ多機能トイレ

多機能トイレ多機能トイレ

授乳室授乳室

多機能トイレ多機能トイレ

印刷室印刷室

リフレッシュ
ルーム

リフレッシュ
ルーム

印刷室印刷室 印刷室印刷室

シャワー室シャワー室給湯室給湯室給湯室給湯室

給湯室給湯室相談室相談室給湯室給湯室

給湯室給湯室

３Ｆ：執務 (財政課・行政管理課・市民活動支援課・危機管理課・くらし安心課 )

( 道路総務課・道路建設課・治水課・下水道課・都市計画課・開発指導課・建築住宅課 ) ( 営繕課・市街地整備課・公園緑地課・情報推進課 )

( 議会事務局 )

(秘書・政策課・公共施設マネジメント推進課・広報広聴課)

５Ｆ：執務 ６Ｆ：執務

７Ｆ：議会 ８Ｆ：議会

みせの間 みせの間

第二庁舎

第三庁舎

・来庁者が気軽に訪れることのできる議場とします。
・子供連れの方に配慮した専用ブース ( 親子傍聴席 ) を設置します。
・天井高さは、十分に室容積を確保でき、議場としての重厚感を演出できる
高さ  6ｍとします。
・周囲の壁を一部ガラス壁とすることによって、自然光の入る、明るく開放
的な議場とします。
・傍聴席の車椅子席は出入り口近くに配置し、利用者に配慮します
・眺望のよい東南側の委員会室は、議会開催時以外は市民に開放します。
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A 断面図

Ｂ断面図
キープラン

Ｃ断面図

議場

エントランスホール

免震層

免震層

執務室

水郷
テラス

廊下

3-3. 断面計画
建物形状
　葛西用水・元荒川に面する東側の低層部は段状にセットバックをした
建物形状とすることで、建物ができることによる周辺への圧迫感を軽減
し、景観に配慮します。
階高設定
　１階の階高は 4.8ｍ、２階から上の階高は 3.9m に設定します。天井
の構造の違いなどから、既存庁舎の階高と差異が生じますが、新庁舎と
既存庁舎をつなぐ渡り廊下のスロープの勾配を 1/20 以下に抑え、庁舎
間のスムーズな移動を考慮した計画とします。
執務室の無天井化
　執務室は無天井化を行うことにより、階高 3.9m に抑えながらも、大
地震時の安全性と快適性を高めます。
議場
　議場は天井高さを 6ｍとすることで、十分な室容積を確保し、議場と
しての重厚感を演出します。
　2 層分の階高が必要になるため、最上階に設置することで、床面積の
無駄を省いた効率的な断面構成とします。
市民協働ゾーンのエントランス
　市民協働ゾーンは様々なイベントに対応できるよう２層吹き抜けと
し、市役所のエントランスとしてふさわしい明るく開放的な空間としま
す。
水平庇
　庇を低い位置に設定することにより、日射負荷を効率的に低減します。
免震層
　災害時の業務継続性を確保するため、基礎免震構造を採用します。免
震層は、水害対策及び、免震装置の可動域を確保するため、人・物が常
駐する空間は設けない計画とします。

1

2

3

4

5

6

7

1

6

6

7

2 3

4

5
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3-4. 立面計画

みせの間（木調ルーバー）
　宿場町の特徴である格子戸を木調ルーバーとしてデザインの要素に取り
入れることにより、越谷市の歴史を継承し暖かみのある外装とします。
開放的な明るい待合空間
　待合が元荒川側に配置されている１・２階は床面までガラスとすること
で、自然光にあふれた明るく開放的な待合空間とします。
水平庇によるボリュームの分節
　水平庇を採用することによって、各層ごとにボリュームを分節化し、周
囲への圧迫感を軽減します。
機能的な片引きサッシ
　執務空間である３階以上は腰壁と連続片引きサッシとし、使いやすく、
耐久性の高い構成とします。
エコウォール
　新本庁舎西面は壁主体のデザインとし西日対策を行い、ライフサイクル
コストの低減を図ります。
開放的なメインエントランス
　市役所のメインエントランスとなる、市民協働ゾーンはガラスを多用す
ることで開かれた庁舎とするとともに、イベント時の西側外部空間との一
体利用を考慮した計画とします。

1

2

3

4

5

6

西側立面図北側立面図南側立面図

東側立面図

木格子

木調ルーバー

軒

水平庇

1

２

２

３ ３

５

４

３

３

１

６

４
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3-5. 景観計画
  

東側（葛西用水・元荒川側）
　葛西用水、元荒川、藤だな通りのある東側の、良好な眺望や水と緑に調和した、
広がりのある空間を活かしたつくりとします。
・河川、用水に近接する立地条件を活かし、１、２階に水郷テラスを設けます。
１階と２階の異なった高さから葛西用水・元荒川方向の眺望を楽しめます。
（    ）
・水郷テラスは、段状にセットバックした建物形状に合わせた配置とします。
また、低層部に、ゆとりある空間が生まれることで、周囲への圧迫感をやわ
らげます。（    ）
・１、２階の待合いスペースは、床までガラス面とし、水郷テラスと一体的に
整備することで、開放感や明るさを演出します。（    ）
・外装に、木格子をイメージした木調ルーバーをアクセントとして配置するこ
とで、木の温かみが感じられる、自然との調和を生み出します。（    ）
・木調ルーバーは、最上部にも設置し、近くから見たときだけでなく、遠くか
ら見たときのシンボル性を高めます。（    ）

南側（越谷駅前線側）
　越谷駅前線や近接する中央市民会館との調和、一体性を意識した、広がりの
あるつくりとします。
・敷地境界沿いには広場を設け、歩道との段差をなくし、道路や向かいの中央
市民会館との一体性を高めた、広い空間を形成します。（    ）
・水郷テラスに直接つながる大きな階段（    ）、外装にガラスを多用し開放的
で明るい雰囲気（     ）、木の温かみが感じられる木調ルーバー（    ）、歩道と
段差のないフラットなつくり（    ）が、来庁者を迎え入れる雰囲気をつくり
ます。
・交差点に接する南西角の緑地帯に、シンボルツリーを配置します。平和橋の
既存のケヤキと対称となって、庁舎を中心に据えた額縁効果を生み出し、建
物と一体となった景観を形成します。（    ）

　西側（越谷駅方面側）
　市役所の正面玄関として、来庁者を迎え入れる、明るさと落ち着きを兼ね備
えたつくりとします。
・市民協働ゾーンは、ガラス張りの、開放的で明るいメインエントランスとして、
来庁者を迎え入れます。（   ）
・新本庁舎の西側は、西日対策として、壁主体の計画としていますが、正面玄
関の面として、単調な雰囲気とならないよう、落ち着きのある大きなルーバー
でアクセントを与え、機能性とデザイン性を確保します。（    ）

　周囲の水辺や緑、隣接する施設と一体感のあるつくりを目指し、建物の外観
や外構は、各面の特徴に合わせた計画とします。

▲D西側道路より ( 西側より )

１

4

6

3

▲A葛西用水・元荒川側より（東側より）

２

▲C越谷駅前線より（南西側より）

▲B平和橋より（南東側より）

１

１

3

2

4

5

6

62 3

5

7

8

9

１
2
3
4
5
6
7
8
9

水郷テラス

ガラスを多用した開放的な外装

木調ルーバー（低層部）

木調ルーバー（高層部）

まちかどひろば

水郷テラスへの大きな階段

シンボルツリー

開放的なメインエントランス

エコウォール

４

３

３

９

７

５

６７ ３２

４

８

４

２

１

１

A 

C

B

D

中央市民会館

越
谷
駅
前
線

平和橋葛西用水

元荒川

N

第二庁舎

第三庁舎

新本庁舎市民協働
  ゾーン
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6m

2.7m

(2) 収容人数

(1) 内部計画
・机の配置は、議員と執行部 ( 職員 ) が相対する直列配置（従来型）と
します。
・議員席の床形式は、視線を確保しやすく議場としてのグレード感を演
出しやすい段床型を採用します。
・天井高さは、十分に室容積を確保でき議場としての重厚感を演出でき
る、高さ  6ｍとします。
・傍聴席の床レベルは、議場階床＋550 の高さとし、議場が見渡せる計
画とします。
・傍聴席に入れない方のために、ラウンジの大型モニターからも議場が
視聴できる計画とします。
・周囲の壁を一部ガラスとすることによって元荒川の眺望を活かし、自
然光の入る、明るく開放的な議場とします。
・４つの常任委員会の開催を見越して、委員会室を４室整備します。
・第１委員会室から第３委員会室までは、可動間仕切りを採用します。
これにより、予算・決算特別委員会など出席者の多い委員会を開催す
るときは、第１委員会室から第３委員会室までを１室として利用する
ことが可能です。
・第１委員会室は、議場使用時に執行部控室として利用します。
・第３委員会室は、議会閉会時は市民ラウンジとして開放します。

(3) 動線計画
・北側にラウンジ・傍聴席、南側に執行部控室を配置し、議員動線・
職員動線と市民動線を分ける計画としました。　　　　　　

議 員 席：３２席
執行部席：２４席
傍 聴 席：４９席

±0

±0

±0

±0

＋100

＋100

＋200

＋200

＋750

＋750

＋550＋650

議員席
32席

議員席
32 席

傍聴席
49席

EPS

傍聴席 49席ラウンジ

執行部席
24席

執行部席
24 席

第１委員会室
兼執行部控室

第１委員会室
兼執行部控室

第２委員会室

第２委員会室

第３委員会室
兼市民ラウンジ

第４委員会室

第３委員会室
兼市民ラウンジ

倉庫

倉庫

放送室

車椅子
傍聴席

記者席

授乳室

車椅子
対応席

操作盤

速記者席

発言台発言台

議場内モニター設置

大型
モニター

スロープ
1/12

親子
傍聴席

議員動線

凡例 職員動線

市民動線

3-6. 議場フロア計画

※（車いす２席・親子傍聴席２席を含む）

ラウンジ

８階平面図

議場断面図

Ｎ
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3-7. 防災・環境計画
環境配慮事項

業務継続計画

ライフサイクルコストの削減長寿命化を支える構造計画

執務室

執務室

自然換気

執務室

免震層

元荒川からの涼風風元荒川からの涼風涼風風風風風

換気

排熱

執務室

・水平庇を採用し、壁
面に汚れが付きにく
い計画

・開口部は引違窓とす
ることにより内部か
らメンテナンス・清
掃のしやすい計画

水平庇

引違窓の採用

・長寿命のLED照明器具を採用し維持管理コストを
縮減します。
・井水を飲料水・WC の洗浄水や散水に利用し、維
持管理コストを縮減します。

光熱水費の抑制による運用コストの縮減

分析計測
制御

ＢＥＭＳＢＥＭＳ

空調

計測
制御電力設備

様々な環境負荷低減技術の採用によりCASBEEによる評価A ランクを目指します。
※CASBEE とは・・・環境性能評価の一つ。建物の環境負荷低減等のための対策を、５つのランクで総合的に評価するもの。

新本庁舎市民協働ゾーン

会議室 危機管理課
庁議室兼災害対策本部室

議場

・鉄骨造
・耐震構造
・耐震安全性の分類Ⅰ
　　　（用途係数1.5）

・鉄骨造
・免震構造
・耐震安全性の分類Ⅰ

エントランスホール
（みんなのひろば）

日射を遮り、清掃メンテナンスにも利用

エネルギー効率と視環境の向上

免震ピットの空気熱を空調に利用

危機管理課と情報
収集する職員や帰宅
困難者の一時避難・
待機場所を隣接させる
フロア構成

長寿命

長寿命

長寿命

長寿命 LCC

課

ECO

ECO

ECO・大空間となる執務室は無
天井化を図ると共に、床
吹出し空調を採用し天井
ダクトを無くします。設備
や天井仕上材の落下の
恐れがなくなり、業務継
続性が高まります。

・非常用発電機・熱源機器は水害の影響のない屋上に設
置します。

主要機器の屋上設置

・膜ろ過システムにより、災害時における飲料水を確保し
ます。

災害時の井水利用

太陽光発電 発電効率の良い屋上に太陽光パネルを設置

温度センサー・CO₂センサー

日射遮へい庇

LED照明(昼光・調光制御)

室内環境に応じた省エネ運転

Low-e ペアガラス

緑化環境のつながり

高断熱性のペアガラスにより熱負荷低減

ECO

ECO

LCC

LCC

ECO空調負荷の低減、ヒートアイランド防止

ECO床吹出空調 居住地域を効率良く空調

エコウォール 外気取入と日射負荷抑制を両立したシステム

西日を日射抑制する壁主体のデザイン
ワンルーム執務空間

葛西用水ウッドデッキ
井水熱利用

クールウォームピット

部署やレイアウト変更にも柔軟に対応

ＰＣ床板

井水利用

高品質・高強度なPC版を採用 LCC

ECO

ECO

BCP

LCC

ECO LCC

ECO LCC

ECO LCC

井水を飲料水・WCの洗浄水や散水に利用

一年中安定した熱源を利用し冷温水をつくる

非常用発電機・熱源機器 水害の影響のない屋上に設置

燃料備蓄タンク

地震時の安全性を確保

執務室の無天井化 重量設備・天井材落下のリスク軽減

免震構造の採用

非常用発電機の運転時間、７２時間分の燃料を確保

BCP

屋上緊急救助用スペース ホバリングスペースを屋上に設置 BCP

BCP

BCP

膜ろ過システムにより、上水・雑用水に井水を利用 BCP

重要度に応じたエリア分けと機能確保災害時機能維持計画 BCP

BCP

みんなのひろば 災害時に活用できる２層吹き抜けのエントランスホール BCP

・ 用途ごとのエネルギー消費データを分析し、エネルギー利
用や設備運転のデマンド制御により、最適化を図ります。

BEMS導入による効率的なエネルギー管理

・ 外気負荷と室内負荷を独立して処理するシステムにより、
除湿に伴う過冷却や再熱を無くし、快適性と省エネルギー
を両立します。

・ 南面・東面には水平庇を設け、西面は壁面を主体としたデ
ザインにする等、方位に適した外装とすることにより日射
負荷を抑制します。

エネルギー利用効率を高めたダブルコイル空調システム

床吹き出し空調による、効率よく快適な執務環境

方位に適した外装による日射負荷抑制

天井吹出空調
天井仕上あり

天井仕上なし
床吹出空調
（ＯＡフロア利用）

今回計画通常の場合

2.
9ｍ3.
9ｍ

2.
7ｍ4
.2
ｍ

・ 効率よく空調できる床吹出空調を採用し、執務空間の快
適性を確保します。

・新本庁舎は、防災拠点施設の機能を確実に維持できる基
礎免震構造とします。市民協働ゾーンは低層のため耐震
構造・耐震安全性の分類Ⅰ類相当とし、免震構造と同等
の耐震性能を確保します。

免震構造・耐震構造の採用
・電源供給の信頼性を高めて
BCP（業務継続計画）に配慮
するため、災害時や送電事故
などのトラブルにより、本線が
停電した場合は、予備線に切
替えます。

2回線受電方式（本線予備線方式）

執務室の無天井化
重量設備
天井材なし

開閉窓
一般サッシ

フリーアクセ
スフロア

空調床
吹き出し

腰壁により
什器による
破損防止

日常作業の簡便化による維持管理コストの縮減
・ 鉄骨造のロングスパン構造により、無柱のワンルーム執務
空間を実現します。耐震要素はコア周りに集約することで、
部署や組織の変更にも柔軟に対応可能です。

・ コンクリート強度30N/ｍ㎡を採用し、耐久性を高めます。

フレキシブルなワンルーム執務空間

高強度コンクリートの採用

1,800
3,200

700 700
無柱のワンルーム執務室
52ｍ×14ｍ

6.4mの均一なスパン 無駄のない
モジュール設定

ブレース・耐震間柱

・ 汚れにくく清掃
がしやすい、窓
廻りの形状・仕
上げを採用し維
持管理コストを
縮減します。

越谷市庁舎
変電所

本線

予備線
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執務室執務室

窓口窓口

中央
管理室
中央
管理室 機械室機械室 更衣室更衣室

給湯室給湯室

ATM
コーナー
ATM
コーナー

水郷テラス水郷テラス

多目的ホール多目的ホール

エントランスホール
( みんなのひろば )
エントランスホール
( みんなのひろば )

福祉
なんでも
相談窓口

福祉
なんでも
相談窓口

売店売店

市民協働ゾーン

新本庁舎

3-8. ユニバーサルデザイン計画
(1) 基本的な考え方
　新庁舎では、障がいのある方や高齢者、妊婦、乳幼児を連れた方、日本語に不慣れな
方など、誰もが安全に利用でき、快適に過ごすことのできる庁舎を実現します。

（2）具体的な整備方針
庁舎へのアプローチ
　歩行者と自動車の動線は、できるだけ重ならない計画としています。また、
敷地内の歩道は、段差のない計画を基本とし、敷地に高低差がある部分にはス
ロープを設置します。
車椅子駐車場、おもいやり駐車場
　市民協働ゾーン出入口のアクセスしやすい位置に、車椅子駐車場及びおもい
やり駐車場を設置します。
窓口
　市民の利用頻度の高い窓口部門は、新本庁舎の 1,2 階に集約配置し、市民の
利便性を高めます。
　窓口カウンターは、証明書の発行など所要時間が比較的短い部分にはハイカ
ウンターを、対面式でやりとりが必要な窓口や車椅子利用者への対応としてロー
カウンターを設けます。
　プライバシーに配慮が必要な窓口には窓口カウンターに衝立を設けます。
エレベーター
　車椅子利用者、視覚障がい者に配慮したエレベーターを設けます。
　エレベーターのうち 1基は、ストレッチャーの利用が可能なエレベーターと
します。
多機能トイレ、幅広ブース
　各階に多機能トイレを設置し、高齢者、車椅子利用者、オストメイト、子供
連れの方など、多様な利用者を想定した衛生器具の選定や配置を行います。
　一般トイレ内に幅広ブースを設け、多機能トイレへの利用集中を分散します。
赤ちゃんの駅（乳幼児連れへの配慮）
　誰でも自由におむつ替えや授乳ができる「赤ちゃんの駅」を市民の利用しや
すい位置に配置します。
廊下
　市民が利用する廊下は、車椅子等の擦れ違いにも配慮した幅員を確保します。
窓口設備
　市役所のエントランスとなる市民協働ゾーンには総合受付を設け、市民への
案内性を高めます。
　窓口案内等のサインは、大きな文字やピクトサイン、多言語表記などを用いて、
年齢や国籍によらず全ての人に分かりやすい表示とします。
 階段
　階段の有効幅は 120cm以上、踏み面は 30cm以上、蹴上は 16cm以下とし、
利用者に配慮した計画とします。

総合受付を設置さまざまな利用者に配慮した多機能
トイレ、幅広ブースを設置

敷地と高低差がある部分には 1階
出入口付近にスロープを設置

市民の利用頻度の高い窓口部門
を低層階に配置

利用特性に応じた窓口カウンター誰でも自由におむつ替えや授乳の
できる「赤ちゃんの駅」の設置

主出入口付近に車椅子駐車場、
おもいやり駐車場を設置

ストレッチャー対応のエレ
ベータの設置

第二庁舎

第三庁舎

(１階平面図）
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Ｎ

執務室執務室執務室

会議室会議室会議室 更衣室更衣室更衣室
リフレッシュリフレッシュ
ルームルーム

リフレッシュ
ルーム

市民ラウンジ市民ラウンジ市民ラウンジ

行政行政
資料資料

コーナーコーナー

行政
資料
コーナー

軽食軽食
コーナーコーナー
軽食

コーナー

吹き抜け吹き抜け吹き抜け

会議室会議室会議室

水郷テラス水郷テラス水郷テラス

窓口窓口窓口

機械室機械室機械室

多機能トイレ多機能トイレ多機能トイレ

傍聴席傍聴席傍聴席ラウンジラウンジラウンジ
議場議場議場 委員会室委員会室委員会室 委員会室委員会室委員会室 委員会室委員会室委員会室

委員会室委員会室委員会室

機械室機械室機械室

相談室相談室相談室

執務室執務室執務室

機械室機械室機械室 更衣室更衣室更衣室 会議室会議室会議室

安全な移動ができる幅員 (2m) を確保

EV ホール近くに打合せスペースを設置

待合スペースとしても活用できる
市民ラウンジ

利用者の多い２階は
充分な広さの待合を確保

傍聴席近くに授乳室を設置

 渡り廊下
　市民協働ゾーンと第二庁舎間の渡り廊下はスロープの勾配が
1/20 以下とし、車椅子等の擦れ違いにも配慮した幅員とします。
水郷テラス
　エレベーターを使って２階の水郷テラスに出られるよう、市
民協働ゾーン２階の市民ラウンジ東側に扉を設置します。
　引き戸とすることで、車椅子利用者に配慮した計画とします。
市民ラウンジ
　市民協働ゾーン２階の市民ラウンジは市民の休憩スペースと
して利用する計画であるとともに、待合スペースとしても活用
します。
相談ブース
　新本庁舎の相談ブースはプライバシーに配慮し、壁を天井ま
で立ち上げる計画とします。
議場ロビー（ラウンジ）
　議場傍聴席のラウンジはアクセスしやすいようエレベータ―
近くに設けます。
　傍聴席床とのレベル差は 1/12 以下のスロープで解消します。
磁気ループ
　議場傍聴席には難聴者用の磁気ループを設置します。
授乳室
　乳幼児を連れた方に配慮し、議場の傍に授乳室を設置します。
親子傍聴席
　子ども連れの方に配慮し、防音設備が整った親子傍聴席を設
置します。
車椅子傍聴席
　車椅子利用者に配慮し、ラウンジのスロープ近くに車椅子傍
聴席を設置します。

議場傍聴席には難聴者用の磁気ループを設置

1-2F: 窓口部門

3-6F: 執務 7-8Ｆ：議会

(2 階平面図）

(5 階平面図） (8 階平面図）
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